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横浜青年

り
ま
す
。
児
童
相
談
所
が
関
わ
っ
た
児
童
虐
待

は
、
厚
生
労
働
省
速
報
値
に
よ
る
と
20
万
７
６

５
９
件（
２
０
２
１
年
度
）で
す
。
身
体
的
虐
待

（
４
万
９
２
３
８
件
23
・
７
％
）、
心
理
的
虐
待

（
１
２
４
万
７
２
２
件
60
・
１
％
）、
面
前
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）も
増
え

て
い
ま
す
。
面
前
Ｄ
Ｖ
は
、
親
が
子
ど
も
の
前

で
暴
力
を
振
る
う
、
親
が
の
の
し
り
合
う
こ
と

で
子
ど
も
が
心
に
傷
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
他

に
も
、
食
事
を
与
え
な
い
、
病
気
な
の
に
病
院

に
行
か
せ
な
い
な
ど
の
ネ
グ
レ
ク
ト（
３
万
１

４
５
２
件
15
・
１
％
）、
性
的
虐
待（
２
千
２
４

７
件
１
・
１
％
）が
あ
り
ま
す
。
困
窮
、
夫
婦

仲
の
課
題
、
失
業
、
病
気
な
ど
複
合
的
に
起
き

て
虐
待
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
、
し
つ
け
の
た
め
と
し
て
や
り

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
周
り
の
大
人
に
で
き
る
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
代
弁
者
と
し
て
声
を
あ
げ
る
こ
と
、

虐
待
を
発
見
し
た
ら「
１
８
９
・
い
ち
は
や
く
」

に
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
す
。
職
場
や
地
域
で

は
、
誤
っ
た
行
動
に
な
ら
な
い
よ
う
お
互
い
に

見
つ
め
合
い
、
支
援
し
合
う
こ
と
も
大
事
で
す
。

虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
、
ト
ラ
ウ
マ

に
な
り
一
生
の
課
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
て
き
て
良
か
っ
た
、

自
己
肯
定
感
を
持
ち
、
人
を
信
頼
で
き
、
困
っ

た
時
に
相
談
で
き
る
人
が
い
る
と
い
う
地
域
や

環
境
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
の
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
に
皆
で
取
り
組

み
、
い
じ
め
や
虐
待
に
つ
い
て
自
分
事
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
文
責
・
編
集
部
）

心
理
が
働
い
て
い
る
」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
こ
れ
ら
の
意
識
や
心
理
は
、
そ
の
社

会
に
お
け
る
多
数
者（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
）や
優
越

的
な
立
場
に
あ
る
人
び
と
の
間
で
、
そ
れ
が
当

然
で
あ
る
か
の
よ
う
に
意
識
化
さ
れ
、
少
数
者

（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）や
劣
位
に
置
か
れ
た
人
び
と

に
向
け
ら
れ
る
た
め
に
、
偏
見
や
差
別
で
あ
る

と
気
づ
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
差
別
的
な

も
の
の
見
方
や
偏
見
は
、
よ
く
差
別
さ
れ
る
側

に
問
題
や
原
因
が
あ
る
か
の
ご
と
く
考
え
ら
れ

が
ち
で
す
。
例
え
ば
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ（
レ
ズ
ビ

ア
ン
・
ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ィ
ア
）は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
総
称
の
一
つ
で
す
が
、
私
た
ち
が
多

様
な
生
き
方
、
考
え
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
、
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」と

も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
や
権
利
擁
護
の
考
え
方
は
、

１
９
５
１
年
５
月
５
日
に
制
定
さ
れ
た
児
童
憲

章
に
、「
児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
。
児

童
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

児
童
は
、
良
い
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
る
。」と

あ
り
、
①
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身
と
も
に
、

健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を

保
障
さ
れ
る 

②
す
べ
て
の
児
童
は
、
家
庭
で
、

正
し
い
愛
情
と
知
識
と
技
術
を
も
っ
て
育
て
ら

れ
、
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
に
は
、
こ
れ
に

か
わ
る
環
境
が
与
え
ら
れ
る
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
子
ど
も
の
権
利
条
約
、
児
童
福
祉

法
な
ど
に
よ
り
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う

な
中
で
も
子

ど
も
へ
の
権

利
侵
害
・
児

童
虐
待
が
あ

私
が
出
版
し
た
本
の
読

者
で
翻
訳
家
の
井
上
篤

夫
さ
ん
が『
フ
ル
ベ
ッ
キ

伝
』（
図
書
刊
行
会
）を

出
版
し
た
。幸
い
朝
日
・

読
売
新
聞
の
読
書
欄
に

紹
介
さ
れ
た
▼
幕
末
・

明
治
初
期
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
の
み
な
ら
ず
、
近
代
日
本
の
文
化

や
政
治
に
も
貢
献
し
た
フ
ル
ベ
ッ
キ

は
、
岩
崎
弥
太
郎
の
海
運
業
に
も
影

響
を
与
え
、
少
女
津
田
梅
子
を
渡
航

者
に
加
え
て
津
田
塾
大
学
を
創
設
す

る
▼
フ
ル
ベ
ッ
キ
の
仕
事
は
、
伝
道

と
教
育
に
向
い
、
東
京
大
学
の
要
職

に
就
い
た
。
静
岡
県
や
福
井
県
の
宣

教
師
を
東
京
大
学
の
教
授
に
転
任
さ

せ
た
。
東
京
女
学
校
創
設
の
一
方
で

宮
中
に
も
招
か
れ
、
貴
族
の
娘
た
ち

に
は
女
学
校
も
創
設
し
た
▼
か
つ
て

キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
で
フ
ル
ベ
ッ
キ

一
家
を
囲
ん
だ
長
崎
時
代
の
写
真
が

公
表
さ
れ
、
写
っ
て
い
る
人
物
を
紹

介
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
写
真

が
本
の
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
た
。
明

治
初
期
に
活
躍
し
た
人
び
と
の
集
合

写
真
で
あ
る
。
坂
本
竜
馬
、高
杉
晋
作
、

大
隈
重
信
、
副
島
種
臣
ら
の
名
が
見

え
た
。
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
誇
大
宣
伝
を

好
ま
ぬ
人
で
あ
っ
た
。
井
上
さ
ん
は

資
料
を
求
め
て
フ
ル
ベ
ッ
キ
が
生
ま

れ
育
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
を
歴
訪
し
、
神

学
を
学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
を
見
学
し
て

足
跡
を
広
げ
た
。
安
政
６
年
末
日
以

来
の
足
跡
は
広
大
で
あ
る
。
来
日
し

た
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
高
位
高
官
の
日
本

人
を
育
て
た
が
、
伝
道
家
と
し
て
の

立
場
を
守
り
庶
民
を
愛
し
た
。
弟
子

の
中
に
総
理
大
臣
で
あ
っ
た
大
隈
重

信
が
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
▼

フ
ル
ベ
ッ
キ
没
後
、
国
は
日
本
国
籍

を
与
え
た
。
遺
体
は
青
山
墓
地
に
埋

葬
さ
れ
た
。
最
近
、
日
本
の
近
代
化

が
多
く
論
じ
ら
れ
る
中
で
、
フ
ル
ベ
ッ

キ
の
業
績
を
改
め
て
学
び
た
い
。（
愛
）

　

私
は
、
児
童
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に

な
り
人
権
研
修
を
含
め
、
権
利
侵
害
や
人
権
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

世
界
人
権
宣
言
に
は「
す
べ
て
人
間
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳

と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理

性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同

胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
あ
り
ま
す
。
横
浜
市
人
権
施
策
基
本
指

針
に
は
、「
偏
見
や
差
別
の
要
因
は
、
①
知
識

不
足
か
ら
の
誤
解
や
一
方
的
な
決
め
つ
け 

②

異
質
な
も
の
を
排
除
す
る
心
理 

③
異
な
る
価

値
観
へ
の
否
定 

④
固
定
化
し
た
観
念
な
ど
の

子
ど
も
が
自
己
肯
定
感
を
持
て
る
社
会
を
創
る

児
童
養
護
施
設 

日
本
水
上
学
園
理
事
・
元
園
長

横
浜
い
の
ち
の
電
話
理
事
長
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議
員

▲�ピンクのシャツや小物を身に付け日ごろからいじめや差別、偏見、虐待などをなくそうと取り
組んでいる YMCA の専門学校生の皆さん。

「ピンクシャツデー」は、2007年にカナ
ダで始まりまりました。ピンクのシャツ
を着て登校し、いじめられた少年のため
に先輩二人がピンクのシャツを着て登校
しようと呼びかけ、賛同した多くの生徒
がピンクのシャツや小物を身につけ登校
し、いじめは自然となくなったそうです。
以降、その出来事があった 2 月の最終水
曜日（ 2 月22日）を「ピンクシャツデー」と
し、いじめられている人と連帯する思い
を表す日としています。

いじめのない社会をめざして
ピンクシャツデー

松
橋  

秀
之

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
世
界
的
な
い
じ
め
反
対
運
動
「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
」
に
賛
同
し
、
２
月
を
ピ
ン

ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
対
す
る
い
じ
め
や
差
別
、
虐
待
な
ど
の
課
題
に
向
け
て
今

号
で
は
、
児
童
養
護
施
設
や
児
童
相
談
所
、
里
親
な
ど
の
児
童
福
祉
に
携
わ
る
松
橋
秀
之
さ
ん
か
ら
子
ど
も

の
人
権
や
権
利
、
権
利
擁
護
に
つ
い
て
学
び
、
子
ど
も
の
代
弁
者
と
し
て
私
た
ち
が
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ

い
て
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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２
０
２
１
年
度
の
問
題
行
動
・

不
登
校
調
査
結
果
は
、
い
じ
め
認

知
件
数
は
、
61
万
５
３
５
１
件（
文

部
科
学
省
）と
な
り
、
前
年
度
比

９
万
８
１
８
８
件
増
で
過
去
最
多

を
記
録
し
た
。
そ
の
要
因
は
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

で
児
童
生
徒
の
接
す
る
機
会
が
戻
っ

た
き
た
こ
と
や
生
活
上
の
制
限
が

続
く
こ
と
に
よ
る
子
ど
も
の
ス
ト

レ
ス
増
加
が
件
数
を
押
し
上
げ
た

要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
件
数
は
、
２

０
１
４
年
度
に
は
７
８
９
８
件

だ
っ
た
が
、
２
０
１
６
年
度
に
は

１
万
件
を
超
え
て
１
万
７
７
９

件
。
２
０
２
０
年
度
は
１
万
８
８

７
０
件
と
な
り
増
加
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
は
過
去
最
多
の
２

４
万
４
９
４
０
人（
前
年
度
比
４

万
８
８
１
３
人
増
）だ
っ
た
。

　

年
齢
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
い
じ
め

が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
認

知
件
数
に
占
め
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め

の
割
合
は
、
小
学
生
１
・
９
％
、

中
学
生
10
％
、
高
校
生
17
・
３
％

と
な
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
個
人
所
有
が
年

齢
と
と
も
に
増
え
る
た
め
だ
と
み

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
引
き
続
き
、

い
じ
め
の
な
い
世
界
を
目
指
し
、

い
じ
め
を「
自
分
事
」と
し
て
向
き

合
い
、
傍
観
者
を
な
く
し
て
い
こ

う
と
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
月

に
世
界
的
な
い
じ
め
を
な
く

す
運
動
と
し
て
の「
ピ
ン
ク

シ
ャ
ツ
デ
ー
」に
賛
同
し
全

国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
地
域
の
企

業
や
団
体
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
一
昨
年
か

ら
２
月
最
終
水
曜
日
の
ピ
ン

ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
の
取
り
組
み

を
一
過
性
の
も
の
に
せ
ず
に
、

日
常
の
こ
と
と
し
て
い
じ
め

や
差
別
、
偏
見
に
つ
い
て
自

分
事
と
し
て
捉
え
よ
う
と
、

毎
月
最
終
の
水
曜
日
に
ピ
ン

ク
の
シ
ャ
ツ
や
小
物
を
身
に

つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
も「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ

デ
ー in Action!

」を
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
、
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な

ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
社
会
の
変

化
を
促
す
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と

各
自
の
願
い
と
ア
ク
シ
ョ
ン
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
書
き
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
。

　

２
月
18
日（
土
）午
後
３
時
か
ら

４
時
30
分
に
は
、
田
畑
栄
一
氏（
埼

玉
県
越
谷
市
立
新
方
小
学
校
長
）

を
招
き
、
講
演
会「
笑
い
で
育
む

温
か
い
人
間
関
係
～
い
じ
め
・
不

登
校
へ
の
取
り
組
み
」を
行
う（
詳

細
４
面
）。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
、

地
域
の
企
業
や
団
体
な
ど
が「
ピ

ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
２
０
２
３
in
神

奈
川
」と
し
て
２
月
22
日（
水
）午

後
１
時
か
ら
６
時
ま
で
新
都
市
プ

ラ
ザ（
横
浜
駅
東
口
地
下
２
階
）に

て
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
募
金
に
よ
る
支
援
活
動

を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

子
ど
も
と
ユ
ー
ス
の
成
長
に
必

要
な
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
た

め
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
親
と

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
11

月
か
ら
は
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ス
や

ア
ー
ト
ク
ラ
ス（
描
写

力
や
色
彩
感
覚
を
養
う

た
め
の
絵
画
や
工
作
を

行
う
）に
５
人
の
子
ど

も
た
ち
が
週
１
回
参
加

し
て
い
る
。
参
加
を
重

ね
る
う
ち
に
子
ど
も
た

ち
に
も
笑
顔
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉

専
門
学
校（
厚
木
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
）で
は
、
12
月
に

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
働
く

カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
が
介
護
福
祉
科
、

こ
ど
も
総
合
科
の
学
生
と
教
職
員

に
向
け
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
然
や

料
理
、
学
生
生
活
な
ど
の
紹
介
を

行
っ
た
。
通
訳
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
同
校
日
本
語
学
科
で
学
ぶ
留

学
生
が
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
隣

接
す
る
あ
つ
ぎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園

ホ
サ
ナ
に
も
訪
問
し
、
子
ど
も
た

ち
や
保
育
士
と
交
流
の
時
を
持
っ

た
。

　

１
月
に
は
、
神
奈
川
県
立
厚
木

東
高
校
に
て
ア
リ
ナ
さ
ん
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
紹
介
と
交
流
を
行
っ
た
。

高
校
生
に
よ
る
書
道
な
ど
の
日
本

文
化
の
体
験
も
行
い
、
高
校
生
と

の
交
流
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご

し
文
化
交
流
を
図
っ
た
。

ウクライナの子どもたちが
スイミングやアートクラスに参加 ポジティブネットをひろげよう

～今月のよくなる一歩～

　平和は何色 ?
　　　　描いてみよう。 　
　平和は何色 ?
　　　　描いてみよう。 　

　　（Caring　思いやり）　　（Caring　思いやり）

へい  わ なにいろ

 えが

日
台
連
絡
委
員
会
４
年
ぶ
り
の
開
催

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

「心の健康」大事に

い じ め の な い 世 界 を め ざ し
ピ ン クシャツ デ ー に 取り組 む

「ピンクシャツデー in Action!」
社会の変化を促す活動を展開

　1945年 6 月の空襲が終わり、夜が明けたら、も
のすごい雨でした。岡町の人は、一軒焼け残った
天理教の施設へ避難せよとの命令がありました。
そのときには長男を背負ってくれた学生さんの姿
はありませんでした。私はショックで歩き出せな
いでいました。
　長男の手を引いてやっと避難所に着きました。
ほっとする間もなく、若夫婦が 3 カ月ぐらいの赤
ちゃんを抱いて、「乳を飲ませてくださいませんか」
と言われました。泣いている小さな赤ちゃんの顔
を見ていたら、かわいそうで思わず、乳を飲ませ
ていました。私も 6 カ月の次男に乳をあげなけれ
ばならないので、片方の乳をその赤ちゃんに、も
う片方の乳を次男にふくませました。その赤ちゃ
んはおなかがよほど空いていたらしく強く吸って
いたことを憶えています。
　昼ごろには、子どもだけにおにぎりが一個配ら
れました。夕方には大人にもおにぎりが一個配ら
れました。夕方、主人が安否を尋ねて避難所に来
ました。無事を知ると直ぐに職場に戻っていきま
した。工場も火事になり、多くの人が死んだらし
いと聞きました。自分ひとりで二人の子どもたち
を守らなければならないと思いました。二人の子
どもがきっと私を奮い立たせて、力づけてくれた
のかもしれません。

（厚木 YMCA 運営委員・厚木ワイズメンズクラブ 
川口知幸）

体験を平和につなぐ vol.19
母の証言3　子どもたちのために

　冬の時期、寒いから室内で過ご
そうと思いがちですが、今回は戸
外で過ごすことを薦めます。室内
遊具施設も魅力的ですが、大自然
の森へ行ってみてはいかがでしょ
うか。
　神さまが創ってくださった自然
の中に入るとまっすぐに空へと伸
びる高い木々は見上げるだけで心
が澄み渡ります。竹林が風よけと
なり揺れている様子に目を奪われ
ることでしょう。土の匂いと落ち
た木の枝や枯れ葉を踏むと聞こえ
る音。優れた五感の持ち主である
子どもたちは、ワクワクすること

の発見が得意です。このような体
験をすることで子どもたちの心は
豊かになります。
　「健康」を考える時、献立や運動
不足、病気を思い浮かべる人も多
いと思いますが、まずは心の健康
あってこそだと思います。
　これからの季節、森の中でいろ
いろな変化が見られると思います。
新芽から透けているのはどんな色? 
固いつぼみの香りは ?
　あそびのプロである子どもの発
見を一緒に楽しんでみませんか。
　（YMCA とつか乳児保育園　
　　　　 主任　山田　綾）

　

12
月
26
日
か
ら
冬
季
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

を
栂
池
・
志
賀
高
原
・
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
て

実
施
し
、
１
９
７
人
の
子
ど
も
た
ち
が
冬

の
自
然
を
楽
し
ん
だ
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
キ
ャ

ン
プ
は
、
青
少
年
が
い
の
ち
を
尊
重
し
、

互
い
に
信
頼
し
合
う
こ
と
を
学
び
、
精
神
、

知
性
、
身
体
の「
全
人
的
な
成
長
の
場
」と

な
る
よ
う
行
わ
れ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
を

楽
し
ん
だ
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し

て
、
互
い
を
尊
重
す
る
こ
と
や
相
手
を
思

い
や
る
こ
と
な
ど
も
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

３
月
に
は
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
ス
ケ
ー

ト
な
ど
を
行
う
富
士
山
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ

れ
る
。 横浜

仲
間
と
と
も
に

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
発
達
障
が
い
児
・

者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

が
、
12
月
27
日
か
ら
29
日
に
小
学
生
と
高

校
生
以
上
を
対
象
と
し
た
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ

ン
プ
が
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・

エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
て
行
わ
れ
た
。
こ

の
キ
ャ
ン
プ
は
、
集
団
で
の
生
活
を
通
し

て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
、
年

齢
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
こ
と
、仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
高
校
生
以
上
を
対
象
と
し
た

「
冬
の
電
車
旅
」で
は
、
青
春
18
き
っ
ぷ
を

用
い
て
、
静
岡
鉄
道
や
見
延
線
、
私
鉄
電

車
に
乗
車
し
、
静
岡
や
浜
松
、
甲
府
な
ど

の
駅
周
辺
の
観
光
を
行
っ
た
。
普
段
乗
り

慣
れ
て
い
な
い
電
車
の
乗
車
を
楽
し
ん
だ
。

ナ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
た
き
火
や
星

の
観
察
を
行
い
、
仲
間
と
と
も
に
冬
の
星

座
を
眺
め
た
。

　

発
達
教
育
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
横

浜
北
、
藤
沢
、
湘
南
と
つ
か
、
横
須
賀
、

厚
木
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
行
っ
て
い
る
。

横浜
電
車
旅
と
キ
ャ
ン
プ
で

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

▲ピンクシャツデーに取り組むウエルネススポーツクラブのメンバーの皆さん（湘南
とつか YMCA）　▲左下）横浜 YMCA ワークサポートセンターレザン手作りの缶バッヂ 
▲右下）地域の企業と連携し取り組む（賛助会企業大和生花店との協働  2022年）

▲アートクラスで帽子を描く子どもたち
▲�右下  スイミングクラスの参加を重ね

笑顔が見られた
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
月
11

日（
土
・
休
日
）午
前
10
時
か
ら
12

時
30
分
に
、
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
な
ら
び
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
に
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
維
持
会

員
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
員
・
そ
の
保

護
者
、
施
設
利
用
者
、
そ
の
家
族
、

会
員
の
知
人
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
関
心

の
あ
る
方
を
対
象
に「
会
員
大
会-

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム-

」（
主
催
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
事
業
委
員
会
）

を
開
催
す
る
。

　

今
年
は
、
講
演
会
・
分
か
ち
合

い
の
時
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
活
動

報
告
、
維
持
会
員
紹
介
動
画
な
ど

が
行
わ
れ
る
。
講
演
会
は
、
安
彦

良
和
氏（
漫
画
家
・
ア
ニ
メ
監
督
・

都
・
大
阪
・
神
戸
・
広
島
・
福
岡
・

北
九
州
の
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
、
日
本

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
が
参
加
し
、
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
、
佐
竹
博
総
主

事
、
益
聡
ス
タ
ッ
フ（
高
齢
者
事

業
部
長
）、山
下
忠
司
ス
タ
ッ
フ（
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
主

任
・
台
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
派
遣
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
台
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
２
０

１
６
年
か
ら
２
年
間
勤
務
）が
参

加
し
た
。
台
湾
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら

は
、台
北
・
彰
化
・
台
中
・
台
南
・

南
投
・
高
雄
の
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
参

加
し
た
。
日
本
語
留
学
生
の
募
集

や
介
護
保
険
・
介
護
予
防
関
連
事

業
の
交
流
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
で
、

特
に
近
年
台
湾
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
介

護
事
業
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
様

子
と
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
行
政
か
ら
受
託
し
て
い
る
ケ
ー

ス
な
ど
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

る
ア
リ
ナ
・
ホ
ド
ス
さ
ん
が
来
日

以
降
を
振
り
返
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
い
た
。

　

来
日
当
初
は
言
葉
が
通
じ
な
く

て
困
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
日

本
の
人
び
と
に
親
切
に
ケ
ア
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
や
専
門
学
校
で
日

本
語
学
習
を
し
て
い
る
こ
と
、
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
働
き
は
じ
め
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
び
と
の
支
援
に
携

わ
っ
て
い
る
様
子
、
来
日
１
年
を

前
に
し
た
母
国
へ
の
思
い
が
書
か

れ
て
い
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
全
文

はhttps://bit.ly/3iO07B4

ま
た

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

日
本
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
台
湾
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
総
主
事
が
集
ま
り
開
催

す
る
日
台
連
絡
委
員
会
は
、
隔
年

で
開
催
し
、
訪
問
し
合
い
協
議
を

行
う
。
12
月
７
日
か
ら
９
日
に
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
台
北
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
場
に
て
行
わ
れ
、
日

本
か
ら
は
と
ち
ぎ
・
名
古
屋
・
京

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
、
横
浜
に
避
難
し
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
日
本
語
を
学
び
な
が

ら
、
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
び
と
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い

　

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
第
25

回
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン

の
募
金
に
よ
る
障
が
い
児
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
金
公
募
受
付
が

２
月
１
日（
水
）か
ら
始
ま
っ
た
。

所
定
の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、

２
月
24
日（
金
）ま
で
に
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
事
務
局

ま
で
提
出
す
る
。
審
査
結
果
は
２

０
２
３
年
の
実
行
委
員
会
を
経
て

６
月
下
旬
に
発
表
さ
れ
る
予
定
。

問
い
合
わ
せ
は
℡
０
４
５（
８
６

４
）４
７
６
８
。

佐
竹
総
主
事
と
ス
タ
ッ
フ
2
人
が
台
北
へ

以
降
の
日
々
語
る

の
支
援
を
公
募

日
台
連
絡
委
員
会
４
年
ぶ
り
の
開
催

ア
リ
ナ
さ
ん
来
日

障
が
い
児
・
者

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
小
説
家
）

を
招
き
、「
歴
史
か
ら
学
ぶ
戦
争

と
平
和
～
人
と
人
と
が
、
分
か
り

合
え
る
世
界
と
は
～
」を
テ
ー
マ

に「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」に
携

わ
っ
た
安
彦
氏
か
ら「
ガ
ン
ダ
ム

を
通
し
て
伝
え
た
い
平
和
」「
人

と
人
が
分
か
り
合
え
る
世
界
」に

つ
い
て
学
び
、
私
た
ち
に
出
来
る

こ
と
を
考
え
て
い
く
。
続
く
分
か

ち
合
い
の
時
で
は
、
会
場
な
ら
び

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
平

和
を
つ
く
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
し
合
う
。
ま
た
、
２
月

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
後
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

活
動
の
う
ち
バ
ザ
ー
等
の
秋
以
降

の
活
動
に
つ
い
て
国
際
事
業
委
員

会
か
ら
報
告
し
、
今
後
も
継
続
し

た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
維
持
会
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
動
画
に
て
紹
介
し
、
さ
ら

に
会
員
の
活
動
を
活
発
に
し
て
公

正
で
平
和
な
地
域
や
社
会
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
。
詳
細
は
4
面
。

全文はQRコード
またはURLからご
覧ください。

FLASH NEWS

　ワイズメンズクラブは、YMCA に奉仕す
る成人会員の昼食会として1920年に北米
オ ハ イ オ 州 で 生 ま れ ま し た。そ の 後、
YMCAとともに世界的な組織として広がり、
現在世界76カ国で1,500を超えるクラブを
有し、25,000人を超えるメンバーがいます。
国際協会は、本部をジュネーブにおき、
その下部組織として 8 つの地域に分かれて
います。アフリカ、アジア太平洋、カナダ・
カ リ ブ 海、ヨ ー ロ ッ パ、イ ン ド、韓 国、
ラテンアメリカとアメリカ合衆国です。
日本は、アジア太平洋地域に属しています。
　日本には140のクラブがあり、全国で2,200
人ものメンバーが活動をしています。世
界において会員数が多い国は、インド9,300
人、韓国5,700人です。
　　　  　（東日本区広報・山本俊一）

世界に広がる
ワイズメンズクラブ
東日本区 湘南・沖縄部
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２
０
１
９
年
、
Ｍ
１
グ
ラ
ン

プ
リ
の
頂
点
に
立
っ
た
漫
才
は
、

平
和
な
漫
才
だ
っ
た
。
二
人
で

一
つ
の
答
え
を
探
し
て
い
く
ネ

タ
、
ヒ
ン
ト
に
対
し「
間
違
い

な
い
！
」と
そ
の
理
由
を
説
明

し
て
断
定
す
る
が
、
答
え
は
違

う
。
次
の
ヒ
ン
ト
で
も「
絶
対
、

○
○
」と
断
定
し
て
、
持
論
を

展
開
し
笑
い
を
誘
う
。

　

こ
の
二
人
、
相
手
を
否
定
し

な
い
。
答
え
が
違
う
と
教
え
る

ほ
う
も
相
手
の
間
違
い
を
聞
い

て
、
自
分
も
そ
う
思
う
け
ど
、

と
相
手
を
肯
定
し
て
か
ら
、
理

由
を
説
明
す
る
。
聞
い
た
方
も

素
直
に
間
違
い
を
認
め
、
そ
の

納
得
し
た
理
由
を
続
け
る
。
大

声
で
ど
な
り
立
て
て
は
い
る
が
、

ど
ち
ら
も
否
定
さ
れ
ず
に
人
び

と
を
笑
い
に
誘
う
。

　

昨
今
、「
傷
つ
け
な
い
お

笑
い
」が
広
ま
っ
て
い
る

そ
う
だ
。「
ツ
ッ
コ
ミ
」

と
称
し
て

た
た
く
、
否
定
す
る
暴
言
を
吐

く
、
見
た
目
を「
い
じ
る
」、
こ

れ
ら
に
対
す
る
社
会
の
目
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
２
２
年
の

頂
点
に
立
っ
た
漫
才
は
、
徹
底

的
に
あ
る
事
柄
や
人
を
否
定
し

て
い
た
。
自
己
主
張
を
せ
ず
、

周
り
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
美
徳

と
す
る
風
潮
の
中
で
、
自
分
の

考
え
を
堂
々
と
述
べ
る
勇
気
が

評
価
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
勝
手
な
思
い
込
み

を
い
か
に
も
正
論
の
よ
う
に

仕
立
て
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
す
る
の
と

同
じ
よ
う
な
、
気
味
の
悪
さ
を

感
じ
た
。

　

私
た
ち
は
、
他
者
と
の
関
わ

り
の
中
で
、
お
互
い
に
肯
定
し
、

尊
重
し
合
い
、
違
い
を
認
め
共

に
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
「
人
間
は
他
人
を
信
じ
な
い

か
ら
さ
。
信
じ
な
い
か
ら
疑
い
、

疑
う
か
ら
他
人
を
悪
い
と
思
い

始
め
る
。
人
間
を
間
違
わ
せ
る

の
さ
。」な
ど
の
せ
り
ふ
を
生
み
、

勧
善
懲
悪
の
ア
ニ
メ
界
に
変
革

を
も
た
ら
し
た『
機
動
戦
士
ガ

ン
ダ
ム
』に
携
わ
ら
れ
た
安
彦

良
和
さ
ん
が
、
平
和
を
願
い
２

月
11
日
に
行
う
会
員
大
会
に
登

壇
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
ご
視
聴
、
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
。

否定否定

12
月
26
日
か
ら
冬
季
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

を
栂
池
・
志
賀
高
原
・
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
て

実
施
し
、
１
９
７
人
の
子
ど
も
た
ち
が
冬

の
自
然
を
楽
し
ん
だ
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
キ
ャ

ン
プ
は
、
青
少
年
が
い
の
ち
を
尊
重
し
、

互
い
に
信
頼
し
合
う
こ
と
を
学
び
、
精
神
、

知
性
、
身
体
の「
全
人
的
な
成
長
の
場
」と

な
る
よ
う
行
わ
れ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
を

楽
し
ん
だ
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し

て
、
互
い
を
尊
重
す
る
こ
と
や
相
手
を
思

い
や
る
こ
と
な
ど
も
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

３
月
に
は
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
ス
ケ
ー

ト
な
ど
を
行
う
富
士
山
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ

れ
る
。 横浜

仲
間
と
と
も
に

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

包括的セクシュアリティ教育（ジェンダー
平等や性の多様性を含む人権尊重を基盤

とした性教育）について学ぼうと、2 月12日（日）
午後 2 時から 3 時30分に、オンライン Zoom に
てグローバルセミナー「ユネスコの性教育の提
案：親子の会話にいかせること」（横浜 YMCA 国
際事業委員会主催）をテーマに、小貫大輔氏（東
海大学教養学部国際学科教授）を講師に招き
開催する（参加費無料）。
　ユネスコが提唱する 8 つの提案や子どもに幸
せな性を知ってもらうために、性に関する子
どもの素朴な問いにどのように答えたらいい
のかなど親子の対話に役立つ知識や情報につ
いて学び、ジェンダーの平等や性の多様性な
どについて学ぶ機会とする。詳細は 4 面をご覧
ください。

神奈川県内の朝鮮学校の実情を広く知って
もらうことを目的に2017年から行われて

いる「かながわの朝鮮学校交流ツアー」（かな
がわの朝鮮学校交流ツアー2023実行委員会主催・
共同代表佐竹博横浜 YMCA 総主事）は、 2 月18
日（土）午前10時から午後 2 時40分に南武朝鮮
初級学校にて行われる。今年のテーマは、「出
会う（マンナミョ）・学ぶ（ペウミョ）・とも
に（トブロ）in Nambu」とし、民族教育を守
り続けてきた朝鮮学校の教職員、保護者、児
童たちと交流する。

会 員 の 学 び と 交 流 の 機 会 に
会員大会-ピースフォーラム-2 月11日に開催

「 機動戦士ガンダム」から学ぶ平和と
人と人とが、分かり合える世界とは～」

▲ 日台連絡委員会に参加した台湾の各 YMCA と日本
から参加の皆さん

▲ 1 月に厚木東高校で交流の機会
をもったアリナさん



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045（662）3721
横浜北YMCA Tel 045（433）4321
藤沢YMCA Tel 0466（26）1151
横須賀YMCA Tel 046（854）5126
川崎YMCA Tel 044（932）2031
厚木YMCA Tel 046（244）4181
鎌倉YMCA Tel 0467（24）7859
YMCA山手台センター Tel 045（813）1022
湘南とつかYMCA Tel 045（864）4768
金沢八景YMCA Tel 045（782）3003
YMCA東とつかセンター Tel 045（392）3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046（264）3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045（867）0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045（860）5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046（222）8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045（813）1022
YMCAとつか保育園 Tel 045（870）3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045（790）3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045（870）3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045（500）5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044（520）1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045（800）3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045（820）5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045（440）3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044（281）7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045（353）5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042（707）9974
大和YMCA保育園 Tel 046（214）3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544（54）1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046（888）2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045（508）7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045（506）0131
本   部   事   務   局 Tel 045（662）3721横浜YMCA
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●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　2月17日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉 YMCA
テーマ　 �The Power of Focus� -a true story  

from Poland-
ゲスト　Anna Inoue さん（Poland）
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　Tel 0467（24）7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時　2月9日（木）午前10時30分～
会　場　湘南とつか YMCA4階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつか YMCA　Tel 045（864）4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org
■聖書に聞く「新約聖書のイエス」
日　時　2月21日（火）午後2時30分～
会　場　横須賀 YMCA・オンライン（Zoom）

ナビゲーター
　　　　横溝健正（横須賀第一キリストの教
　　　　会牧師）・窪田秀幸（日本基督教団
　　　　久里浜教会牧師）
参加費　無料
問合せ　横須賀 YMCA　Tel 046（854）5126

イベント
■会員大会 -ピースフォーラム-

特別講演「歴史から学ぶ戦争と平和」
　～人と人が、分かりあえる世界とは～
日　時　2月11日（土・休日）午前10時～12時30分
会　場　湘南とつかYMCA・オンライン（Zoom）
講　師　 安彦良和氏（『機動戦士ガンダム THE 

ORIGIN』原作・総監督）
参加費　無料
問合せ　事務局 Tel 045（813）1022
■ グローバルセミナー「ユネスコの性教育

の提案：親子の会話にいかせること」
日　時　2月12日（日） 午後2時～3時30分
会　場　オンライン（Zoom）
講　師　 小貫大輔氏（東海大学教養学部国際

学科教授）・望月浩明氏（横浜 YMCA
国際事業委員）

参加費　無料
申込み　https://bit.ly/3iMr6x1
　　　　またはQRコードよりお申込みください。
主　催　横浜 YMCA 国際事業委員会
問合せ　国際・地域事業　Tel 045（662）3721

■ 認知症サポーター養成講座・認知症予
防運動（コグニサイズ）体験会

認知症について理解を深め、簡単な計算など
の課題を運動とともに行い、認知症の予防と
健康促進を目指しませんか。
日　時　3月3日（金）午後1時～3時
会　場　横浜北 YMCA3階スタジオ
参加費　無料
申込み　https://bit.ly/3J2FbkO
　　　　にてお申込みください。
問合せ　横浜北 YMCA　Tel 045（433）4321

子育て支援
■プレママDay
日　時　2月7日（火）・3月7日（火）
　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　Tel 045（780）3205
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 2月18日（土）午前10時15分～11時15

分・28日（火）午後2時 ~3時
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　Tel 045（663）0676

学校説明会
■横浜 YMCA 学院専門学校
日　時　2月12日（日）・25日（土）午後1時～
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　Tel 045（661）0080
詳細は https://bit.ly/3tAXhBP
または QR コードをご覧ください。
■ YMCA 健康福祉専門学校
日　時　2 月 4 日（土）・*18 日（土）・25 日（土）
午前9時30分～/* 午前10時～/ 午後2時～
内　容　オープンキャンパス /* 個別相談会
社会福祉科・精神保健福祉科（通信教育）説明
会は、2月11日（土・休日）・25日（土）に実施。
申込み　Tel 046（223）1441
詳細は https://bit.ly/3OaLjr1
または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校
日　時　2 月 4 日（土）・18 日（土）・*26 日（日）
* 午前10時～12時 / 午後2時～4時
内　容　学校・入試説明会
申込み　Tel 045（864）4990
詳細は https://bit.ly/3k50tkH 
または QR コードをご覧ください。

【訂正して、お詫びします】
YMCA NEWS1月号3面のキャプションで松田
学院長（左）とあるのは（右）の誤りでした。

いじめ・不登校の取り組みを考える
ピンクシャツデー講演会 2 /18（土）開催

　横浜 YMCA では、 2 月18日（土）午後 3 時から 4 時30分には、
越谷市立新方小学校校長を務め、2015年から創造的な学力向
上や、いじめ・不登校問題の解決などに向けた取り組みとし
て「教育漫才」を実践し、2017年に第66回読売教育賞優秀
賞を受賞した田畑栄一氏を招き、講演会「笑いで育む温かい
人間関係～いじめ・不登校への取り組み」を
横浜中央 YMCA の会場とオンラインのハイブ
リッドにて行います。参加費無料。QR コー
ドまたは URL からお申込みください。
https://bit.ly/ 3 XGC 3 iz

外国につながる子どもたちの居場所と学びを
サポートする YMCA こどもにほんごクラブ

　YMCA こどもにほんごクラブ（横浜中央 YMCA）は、外国につながる子ども
たち（小学生・中学生）の居場所をつくることや、基礎的な日本語力・学力
の習得をサポートすることを目的として冬休みの 5 日間に実施されました。
年齢もルーツも日本滞在歴も異なる11人の参
加がありました。横浜 YMCA 学院専門学校の学
生やシニアボランティアなど英語や中国語な
どを話せる延べ26人のリーダーと一緒に、宿
題や一人ひとりに合った学びを提供したほか、
福笑いなどの日本の遊びを行いました。次回
は 3 月27日（月）～31日（金）を開催予定。

ウクライナ支援募金受付中
2023年 3 月31日まで第 3 次ウクラ
イナ支援募金を受け付けています。
詳細はhttp://bit.ly/ 3 sKNfxy
または QR コードをご覧ください。

安心して施設をご利用いただくため、
日常的な消毒清掃、扉や窓の開放
等の感染予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

Ｙ
混
歴
33
年
︒
団
長
と
し
て
16
年
︒

継
承
の
大
切
さ
噛
み
し
め
Ｙ
混
活
動

鈴
木　

新
一

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
混
声
合
唱
団
前
団
長

25
年
継
続
会
員
賞
受
賞（
２
０
２
２
年
）

▶デスクペン　いじめのない世界を目指そうとYMCAでは「ピンクシャツデー」に取り組んでいます。「ピンクシャツデー in Action !」をテーマに、一人ひとりが小さなアクションを起こし、共に連帯して社会の変化につなげていきましょう。（直）
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１
９
８
９
年
６
月
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
混

声
合
唱
団（
以
下
、
Ｙ
混
）へ
の
入
団
が
、

私
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
は
じ
ま
り
で
す
。
40

歳
前
半
で
大
病
し
人
生
観
が
変
わ
り
、
仕

事
だ
け
の
生
活
を
脱
し
、
何
か
趣
味
を
持

ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
Ｙ
混
を
見
学
し
、

合
唱
経
験
の
な
い
私
で
し
た
が
、
雰
囲
気

の
良
さ
と
皆
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
ひ
か

れ
、
即
日
入
団
し
ま
し
た
。
45
歳
の
時
で

し
た
。

　

Ｙ
混
は
１
９
５
６
年
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

会
員
活
動
の
一
つ
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
初
代
団
長
は
故
伊
澤
静
弘
氏
で
、
私

が
入
団
し
た
当
時
の
団
長
は
２
代
目
の
本

山
邦
夫
さ
ん
で
し
た
。
私
は
入
団
４
カ
月

後
の
10
月
に
、
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
で
行

わ
れ
た
第
28
回
定
期
演
奏
会
の
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
横
浜
市
制

１
０
０
周
年
・
横
浜
開
港
１
３
０
周
年
の

年
で
あ
り
、
故
高
橋
勝
司
先
生
の
指
揮
で

演
奏
曲
目
は
、
Ｙ
混
委
嘱
作
品
の「
港
の

心
」と
宗
教
曲
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
の

「
フ
ォ
ー
レ
の
レ
ク
イ
エ
ム
」、
現
団
長
の

染
谷
謙
一
さ
ん
の
指
揮
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

曲
集
を
演
奏
し
ま
し
た
。
１
９
６
６
年
に

指
揮
者
に
就
任
さ
れ
た
高
橋
勝
司
先
生
は
、

２
０
０
１
年
第
40
回
定
期
演
奏
会
を
最
後

に
勇
退
さ
れ
ま
し
た
が
、
35
年
の
長
き
に

渡
り
Ｙ
混
を
支
え
発
展
さ
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

「
港
の
心
」

は
、
伊
澤

氏
の
ご
尽

力
で
江
間

章
子
先
生

の
作
詞
、

池
辺
晋
一

郎
先
生
に

作
曲
し
て

い
た
だ
い

た
Ｙ
混
の
至
宝
で
す
。

　

私
は
２
０
０
６
年
に
団
長
に
就
き
、
２

０
２
１
年
12
月
ま
で
務
め
ま
し
た
。
Ｙ
混

は
合
唱
の
練
習
だ
け
で
は
な
く
、
活
動
報

告「
さ
え
ず
り
」を
月
１
回
発
行
、
練
習
会

場
の
手
配
、
合
宿
や
演
奏
会
の
準
備
な
ど

団
員
一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
担
い
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
休
止

か
ら
再
開
時
に
は
、
参
加
人
数
を
調
整
し

練
習
を
行
い
ま
し
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

に
よ
る
動
画
で
参
加
で
き
な
い
団
員
が
自

主
練
習
す
る
取
り
組
み
も
行
い
ま
し
た
。

Ｙ
混
は
、
和
を
大
切
に
し
た
一
つ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
合
唱
で
良
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
生
ま
れ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
創
立
１
２
５
周
年
、

１
３
０
周
年
の
式
典
や
、
昨
年
横
浜
海
岸

教
会
で
行
わ
れ
た
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
に
て
聖
歌

隊
と
し
て
讃
美
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
Ｙ
混
は
、
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
毎
水
曜
日
の
18
時
半
か

ら
望
月
裕
央
先
生
、
宍
戸
純
先

生
の
情
熱
あ
る
ご
指
導
の
も
と

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
団
員
と
し
て
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ 横浜 YMCA 混声合唱団第58回定期演奏会（中列右
から2 人目。みなとみらい小ホール2019年12月11日）


